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（１）ひまわり生産の歴史と現在の状況
ひまわりの生産や育種の歴史については、いく
つかのレビューで詳しく述べられています
（Seiler 1992、S̆korić 1992）。ひまわりは、紀元前
3000年には北米で栽培が始まり、その後、スペイ
ン、ロシアと伝播し、1830年代にはロシアで油糧
作物としての栽培が開始されました。科学的な育
種の開始は、ロシアで1912年までさかのぼること
ができ、その時期に含油率向上などの成果が得ら
れました。今日でも見られる Peredovik は、この
時期に開発された品種です。1970年代には、ひま
わりの近縁種 H. petiolaris との交雑を利用した
ハイブリッド品種が開発され、それによってひま
わりの収量は20% 程度増加したとされています。
その時期に、フランスなどの南ヨーロッパ諸国、
アルゼンチン、アメリカなどで、ひまわりの栽培
面積が飛躍的に増大しています。現在でも、ひま
わり野生種・近縁種を利用することにより、ハイ
ブリッド品種の作出、耐病性・耐虫性などの農業
形質の導入が行われています。
国内での油糧作物としてのひま
わりは、1970年代には試験研究が
行われており、1980年代には全国
農業協同組合連合会を中心とし
た、全国の試験研究機関による連
絡試験も行われました（黒川
1985）。ひまわりは、大豆、なたね
などとともに、国内で栽培でき、
かつ大規模機械化栽培が可能な油
糧作物ですが、現在、広く栽培さ
れているとは言えません。ひまわ
りの栽培、あるいはひまわり油の
販売を行っている地域としては、
北海道北竜町、宮城県大崎市、茨
城県行方市、兵庫県南光町、島根

県斐川町などがあります。

（２）ひまわりの特性と栽培概要
ひまわりはキク科の一年草であり、子実（筒状

花）が密集した頭状花序が特徴的です（写真１）。
ひまわりの花径は、一花粒数・収量に反映するた
め、花径増加の障害にならないよう、株間を
25~40cm程度と広くする必要があります。
ひまわりの生育ステージ（第１表）と、茨城県

におけるひまわりの乾物推移（第１図）を示しま
した（松崎・安本 2009：http://www.jstage.jst.go.
jp/article/jcsproc/227/0/126 /pdf/-char/ja/）。ひ
まわりの生育期間は平均気温によって変動します
が、ひまわりの生育期間約90日のうち、播種～Ｒ
１（花芽視認）、Ｒ１～Ｒ５（開花）、Ｒ５～Ｒ９
（生理的成熟期）が、それぞれ約30日となります。
播種～Ｒ１での乾物増加はわずかですが、茎・

葉の原基はこの時期に形成されます。この時期の
栄養状態は葉数、茎長などに影響しますので、基
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写真１ ひまわりの頭状花（R5.3）
花弁は舌状花（ray-flower）、中心部の筒状花(disk-flower）が外側から順次開花する



肥施用は必須です。地力によっても異
なりますが、平型肥料で窒素５~７
kgN/10ａ程度は施用したいものです。
ホウ素欠乏が懸念される場合には、ホ
ウ素入り肥料を使用した方が良いで
しょう。
Ｒ１～Ｒ５は、茎葉の乾物重が増加
し、花器が分化する時期です。Ｒ１直
前の窒素施用は、花径（≒一花粒数）
を大きくし、上位葉を大きくする傾向
があります。ただ、施用量が多すぎる
と収穫期が遅れる傾向がありますの
で、窒素２ kgN/10ａ程度で充分で
しょう。
Ｒ５～Ｒ９は、頭状花、あるいは子
実の乾物重のみが増加します。Ｒ９付
近なら影響は少ないですが、登熟初～
中期の落葉は減収につながります
（Muro ら 2001）。収量・千粒重はいろ
いろな要因に影響されますが、平均気
温が低い方が好ましく、20℃、あるい

はそれ以下で最大となります（Chimenti ら
2001）。なお、登熟が終了するＲ９の時期でも、子
実・花托・茎水分は高いので、機械収穫は、さら
に２週間程度経過し、植物体が褐変してから行っ
た方が良いでしょう。

（３）ひまわり生産上の課題
①品種
ひまわりには油糧用、ナッツ用、花卉用品種が
ありますが、子実の油含有率が40%程度と高いの
は、油糧用品種です。油糧用ひまわり品種は、草
丈（standard height、semi- dwarf、dwarf）、脂肪
酸組成（traditional、mid-oleic、high-oleic）でも
分類できます。現在、国内外で販売されている品
種はほとんどがハイブリッドですので、その優れ
た特性は１作しか持続しません。また、次々と新
しい品種が発表されるため、数年単位で利用でき
る品種が変わる可能性があります。現在、バイオ
マス資源循環研究チームでは春りん蔵（Pioneer
社63Ｍ80）、ハイブリッドサンフラワー、KSヒマ

ワリなどの品種を使用しています。
②湿害
ひまわりは大豆、小麦などと比べると、湿害に

弱い傾向があります。特に播種時の冠水（低酸素）
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図１ ヒマワリの生育ステージと乾物重

第１表 ヒマワリの生育ステージ（Schneiter と Miller）

Vegetative （出芽～花芽視認）
VE 出芽したが、本葉の長さが４ cm以下
V1 第１葉が４ cm以上の長さになる

～

Vn 第 n葉が４ cm以上の長さになる
Reproductive（花芽視認～Physiological maturity）

R1 花芽（star-like）視認
R2 花芽直下の節間長が0.5～2.0cm
R3 花芽直下の節間長が2.0cm以上
R4 舌状花視認

R5.1～5.10 筒状花開花
＊少数点以下は、開花面積/全面積

R6 舌状化萎凋
R7 花床後部が淡い黄色になり始める
R8 花床後部は黄色、苞は緑のまま
R9 苞が黄色、または茶色になる

Crop Sci. 21:901-903.より作表



は出芽を抑制し（Al-ani ら 1985）、登熟期の冠水
は落葉を促進します（Grassini ら 2007）。夏季に
ひまわりを栽培する場合、登熟期間（播種後
60～90日）が秋雨にあわないよう、播種期を調整
する必要があります。その際、梅雨のあいまに播
種することが多くなりますので、私たちの研究
チームでは、小明渠浅耕播種機（http://www.naro.
affrc.go.jp/top/seika/2007/01narc/narc07-30.
html）による地表排水で、出芽時の湿害を軽減す
る工夫をしています。しかし、梅雨の状況次第で
は株立ちが減少する場合もあり、湿害軽減方策は
今後も検討する必要があります。
③雑草・病虫害・鳥害
ひまわり用除草剤としてはトリフルラリン乳剤
が使用できます。この薬剤はイネ科雑草対象です
ので、広葉雑草に対する効果はやや劣ります。雑
草は、ひまわりの茎葉が繁茂する前、あるいは落
葉後に繁茂することが多く、湿害・鳥害によって
欠株となった場所で、激しく繁茂します。生育初
期に発生した雑草は、Ｒ１以前の中耕や培土に
よってある程度除草できます。
病害では菌核病（Sclerotinia sclerotiorum）の

被害が懸念されます。この病害は湿潤条件で発生
しやすく、生育初期（茎基部）、中期（茎中央部）、
開花期（子実・花托）の３時期に発病する可能性
があります（Masirevic と Gulya 1992）。ひまわ
りを食害する虫としては、オオタバコガ、メイガ
などがあります。スポット状の発生ですが、ハス
モンヨトウは１株の葉をほぼ完全に食害すること
があります。
鳥害としては、カワラヒワ、ハトを確認してい
ます。いずれも播種～出芽時、登熟期に子実を食
害します。ひまわり子実は鳥のえさとしても使用
されており、鳥の嗜好性も高いのでしょう。場合
によっては数10ａ単位で栽培しても、壊滅的な被
害を受ける場合があり、大きな問題です。
④収穫・乾燥
収穫乾燥は、ひまわりの子実・花托・茎の水分
が低下してから行います。収穫には普通型コンバ
インが適しますが、頭状花が重く、茎が湾曲する
ことが多いので、コンバインヘッドから圃場へ落
下する頭状花が多くなるのが問題です。収穫後、

高水分状態で子実を放置すると変質する恐れがあ
りますので、直ちに通風乾燥した方が良いでしょ
う。
⑤肪酸組成
従来のひまわり品種（traditional）は登熟期間

の夜温によって脂肪酸組成が変動します
（Izquierdo ら 2002）。オレイン酸含有率は、25℃
程度まで夜温の上昇につれて増加し、それにとも
なってリノール酸含有率が減少します（Izquierdo
ら 2008）。
リノール酸は必須脂肪酸ですが、リノール酸の

みを摂取することは好ましくないとされていま
す。traditional 品種を夜温が低い状態で栽培する
と、リノール酸が脂肪酸の７割程度を占めること
もあります。しかし、mid-oleic、high-oleic 品種
では、登熟期間の夜温が低下しても、それほどオ
レイン酸含有率は低下しません（Izquierdo ら
2002）。

（４）今後の展望
①適地の選定
ひまわり栽培に適する条件の一つは、登熟期間

の降水量が少なく、平均気温が比較的低いことで
す。北海道などの寒地・寒冷地はこの条件に合致
します。ただ、平均気温に対する反応はやや緩や
かなようで、全国各地でひまわり栽培が行われて
います。
また、梅雨、秋雨、あるいは台風があり、夏季

の平均気温が高い地域でも、播種期をずらし、登
熟期の条件を上記に近づけることによって、ひま
わり栽培の適地となる可能性もあります。状況は
異なりますが、スペインでは水不足を回避するた
めに、ひまわりを冬に播種し、増収した事例があ
ります（Gimeno ら 1989）。
栽培圃場としては排水性が良く、砕土性が良好

な圃場、つまり、転換畑などよりは畑圃場を好む
ようです。
②品種の供給
登熟期間の気温がある程度低いことは、ひまわ

りの増収に適しますが、Traditional 品種では、子
実のリノール酸含有率が高くなる危険がありま
す。今後、オレイン酸含有率が高く、気温に影響
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されにくいmid-oleic、high-oleic 品種の需要が高
まる可能性があります。ただ、それらのハイブ
リッド品種は次々と発表されているため、販売さ
れる品種が数年単位で変化することはありえま
す。
品種供給については、① Peredovik などハイブ
リッド以外の品種を利用する、②従来通りハイブ
リッド品種を輸入する、③新たにハイブリッド品
種を育成することが考えられます。①は種子を自
家採取することが可能ですが、現在のハイブリッ
ド品種に比べると、耐病性・耐虫性などが劣ると
考えられます。③を行うには、海外の育種セン
ターとの共同関係が必要ですし、種子供給のコス
トも大きくなると考えられます。どのような品種
を使用していくかは、今後の検討課題です。
③経済性
ひまわりの収量は200kg/10ａ程度と、水稲など
と比べると低い水準です。水稲などデンプンを貯
蔵物質にする作物は、光合成産物のブドウ糖
（C6H12O6）をそのまま結合してデンプンにできま
す。しかし、ひまわり子実の貯蔵養分である油脂
（脂肪酸）は、ほとんど酸素を含みません。オレイ
ン酸１分子に必要な炭素を得るのに、ブドウ糖３
分子が必要ですが、脂肪酸合成過程で酸素を除外
することにより、重量の少なくとも40%は失われ
ることになります（渡辺 1975）。このことが、ひ
まわりの子実収量が低い原因の一つでしょう。脂
肪酸は主に炭素と水素から構成され、エネルギー
が濃縮された物質ですので、ほとんど加工せずに
バイオディーゼル燃料として使用できます。しか
し、乾燥重量が少ないことは、低い農業収益を意
味します。
一方、ハイブリッド種子・肥料の購入経費、普
通型コンバイン・乾燥機などの機械経費は他の作
物と同様にかかりますので、これらの経費を削減
する方策を講ずる必要があります。例えば、搾油
カスの肥料・飼料利用、普通型コンバインを他作
物と共同利用することなどが考えられます。

（５）おわりに
以上、大豆、小麦などのように大規模機械化栽

培することを念頭に、ひまわりの栽培について述

べました。それらの作物に比べると、収量が低い
こと、湿害・鳥害に弱いこと、あるいは、種子供
給が不安定なことが、ひまわりの欠点でしょう。
ただ、ひまわりは、なたね、大豆とともに国内で
機械化栽培できる数少ない油糧作物であり、搾油
した油は食用だけでなく、バイオディーゼル燃料
としても利用できます。ひまわりは景観作物とし
て有効であるだけでなく、生育期間が短く他の作
物と組み合わせやすいこと、VA菌根菌着生など、
作付体系上の利点が期待できる作物でもありま
す。
国内でひまわり栽培の気運が高まった1980年代

に比べると、ひまわりに対する知見は飛躍的に増
大し、利用できる品種の選択肢も増えています。
近年、梅雨時期の年次変動が著しいなど、ひまわ
り栽培に対する不安要因はありますが、一度導入
を検討してほしい作物です。
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